
２０２３年４月２日 主日礼拝  ＜受難週・誕生祝福式＞ 
  

司  会   ①高木兄   ②笠松兄   ③原兄（佐々木心姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    
                                     
賛  美       聖歌３９９番「カルバリー山の十字架」 

   （ほめよイエスのみ名を） （栄光から栄光へと私を変えて） 

モーセの十戒 
 

   聖  書  ①     ②                                                ペテロの第一の手紙２章２２～２５節  (P３６８)  

                                                                                       ③   マタイによる福音書２７章４５～５４節  (P４８) 
 

音  楽           サラ・ナオミ会 （V） 
 

誕生祝福式 

メッセージ   ①②    「その傷はどうしてできたか」          佐々木智行副牧師   

        ③      「もしイエス様が市長だったら」       大川従道主任牧師   
                     If Jesus were Mayor 
   

賛  美                                                                                   「とおきくにや」 （聖歌３９７番）  献金 
頌  栄                                                                                 「主の名を賛美しよう」  アーメン 

                                                                   祝   祷                                                                       

 
 

【大和ニュース】     

☆ご卒業、ご入学、ご就職等々、おめでとうございます！！God bless you！！ 

* 本日､J.PLUS(青年・学生・中高生)集会（１４時半・森）、リバイバル・アゲインを求めて！ 

青少年は森ラウンジに集まってください！第４礼拝（１８時）説教は大野M伝道師。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝。説教は小林師、証は恒見先生（声は坪井師）。 

* 今月の断食聖会は、６日木曜朝９時から１５時まで行います。（１０時半からの祈祷会と合流） 

☆転入会おめでとうございます！①清家規（たもつ）兄（ヨシュア会） ②清家英子姉（ルツ会） 

・ 土曜日は花盛り、会堂掃除(１２時)､聖歌隊&オーケストラ(泉チャペル：１３時半)。 

・ 納骨式礼拝は、相模メモリアルパーク教会墓前にて。８日（土）１５：００ 

☆来週の日曜は、「イースター」であり、「召天者記念礼拝」でもあります。（写真持参可） 

☆東京カルバリーは、広尾。説教は小林師と大川師。９日（日）の１６時から。 

* 主日礼拝人数 ①６８人(２５４) ②１８９人(１７４) ➂                                                                                             １８９人(３２３) ➃２３人＝１２２０人 

       定例祈祷会 水曜５１人(１４９) 木曜９９人(８８) ＝３８７人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 
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公告 法人登記簿謄本記載変更について ※詳細はロビー掲示板の公告をご覧下さい。 



 

石の枕  
  

 『天声人語』より。別れの季節である。「ぼくもういかなきゃなんない。すぐいかなきゃ 

なんない」。谷川俊太郎さんの『さようなら』は、読むたびに涙腺が緩む。ひらがなで 

書かれたこの詩で、子どもは親に別れを告げる。桜並木の下を歩き、大通りを 

信号で渡り、ひとりで進む。大人になるために。 

 「さようなら」が心に染みるのは、別れのさびしさはもちろんだが、濁点を含まない 

澄んだ響きのせいもあると思う。・・・春の別れは成長の証しでもある。 

 ２０１６年の「折々のことば」に、珍しくキリスト教のことが書かれていた。 

 God be with you till we meet again （讃美歌４０５番） 

 「神ともにいまして」という題で知られる讃美歌。「また会う日まで、また会う日まで、 

神のまもり 汝が身を離れざれ」と繰り返される。日本では教会で葬儀の時によく 

歌われる。送別の歌なのに長調なのが不思議だったが、悲しみの淵に沈む人を 

支えられるのは、信仰と希望と連帯だからだろう。英語の Goodbye はこの 

God be with youが縮まったものである。 

 ＊別れはつらいが、愛するイエス様がご一緒して下さる、そして天国での再会が 

約束されている。涙があっても最後の恵み！ありがたくて涙こぼるる！ 

 今週は「受難週」。十字架で、私たちの罪を担って死んで下さったイエス様は 

救い主。罪を悔い改めて、心からイエス様を救い主として信じて、心の王座（中心） 

にお迎えする者は、どんな罪人でも、不信仰者でも、罪赦され、永遠の命を受け、 

神の子とされる。死んだら天国に直行！こんなにありがたい救いの道はない！ 

昔洗礼を受けて、今堕落して教会を離れていても、罪を認め、主のもとにもどる 

ならば、主のあわれみで、教会籍も、天国籍も復活します。 

「主イエスを信じなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族も救われます」 

（使徒行伝１６章３１節）。 

 

 経済誌フォーブスによると、今季の総収入ランキングで、大谷翔平が、６５００万 

ドル（約８５億１５１０万円）で１位となった。私ならＷＢＣ教会を建てる。 

World Bible Church！さあ熱い心で福音を伝えましょう！  

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ルカ８章～１１章 Bコース：士師記８章～ルツ記４章 


